
   第169号   戸赤地域づくり推進事業機関紙   平成25年12月17日発行  (1) 

山桜の里 戸赤 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【木地の学習№38】 木地師文書と移住 「木地師の生涯、即ち移住史である」と言い得るほど、木地師を特徴
づけるものとして移住を抜きにして考えるわけにはいかない。その体系や規模について、もっと研究す
る必要があるのではないか。両根元地の氏子狩帳については、多くの研究家に活用されてきたものであ
り、移住史の面でも大きな指針となるものである。それと同時に、通称木地師文書と称するものの中で、
特に「宗旨請印證」「往来手形」、寄進金の「覚(領収書)」等に注目する必要がある。これらの文書は一
般には受取人の名前と発行年月日が記されている。従って文書を丹念に収集分析することによって、ど
この小屋に在住の時、氏子狩を受けたものであるかが判明し、個人の移住を明らかにすることができる。
宮城県岩出山町在住の小椋(こむく)氏の持ち伝えた文書に、「安永四年三月、宗旨手形之事」「寛政七年
十一月 宗門手形之事」「文政十年六月 寄進金覚え」がある。安永、寛政の頃は信州にいたと思われ
るが、蛭谷氏子駈帳と対比すると、文政十年には鳴子中山村(現・宮城県鳴子町中山)に移住しているこ
とがわかる。鳴子、鬼首方面に展開していた仲間たちは天保の飢饉で散りじりになり、永い移住の果て、
秋田県川連へ落ち着いた者、岩出山に辿り着いた者、各方面へ分散していった。江戸時代の文化年間
(1804～1817)頃信州から欧州へやってきて、それぞれの地へ落ち着くまでの壮大な移住の規模を知る手
掛かりとなる。そういった観点からすると、木地師文書、特に宗旨請印證は重要なものとなるだろう。（会
津地方歴史民俗資料館「木地語り」より)〈つづく〉） 
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ＵＲＬhttp://www.t-yamazakura.com/  
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(ストーリー性のある村づくりのために[№8］・紅梅御前宮  桜木姫 その後へ、妃の紅梅御前と側室桜木姫は、白河の関より宝
坂や蝉(せみ)峠の難所をかけて、ようやく大内にたどり着いたが、一足違いに越後へ西進された後であっ
た。王の後を慕って大内村戸右衛門宅までお着きの姫たちは、幾山河長旅の憂い（うれい）さで、もう
心身ともに疲れはてていた。それなのに王にはついに会えず、もう生きるきずなを失ってしまった。橘
諸安(たちばなもろやす)公の息女で、かよわな若い高貴な女人の身とて、八月二十六日桜木姫はにわかに
この地で病没された。家来が走って越後なる高倉宮に訃報を伝えた。宮は御名代(ごみょうだい)として乙
部(おとべ)右衛門差佐をつかわされ、九月二十四日大内着、戸右衛門宅に二、三泊逗留して、桜木姫の塚
に桜の木を一本植え、伊北村(いほうむら)竜王院の加持で、桜木霊社をお祀りした。桜木姫の塚は、大内
より氷玉峠にかかる道端にほつねんと一基、長旅の途次の悲しい死を、いまははや慰めてくれる人もな
く、里人呼んで御側が原という所に建ててある。また、桜木姫の衣裳塚とて、水抜村の上手に残されて
あり哀れを訴えている。「下郷町史－第5巻民俗編〈発行・下郷町〉」より出典）〈続く〉 

この号は３回のうち
２回目(次号に続く) 

炭小屋補修 
10 年近くなった炭窯、
小屋を補修(柱5本交換) 

〈25・12・1〉 

学校雪囲い 
窓に板をはめ、屋内の水
抜き。広場の整理も。 

〈25・12・1〉 

光通信間近か 
光ケーブル線がはられ
間もなく通信できる見
込み。〈25・12・20撮影〉 

区長ら4人ボランティア2時間 

区の共同作業 

町内どこでも光通信できる 

http://www.t-yamazakura.com/

